
地域包括ケア「見える化システム」を活用した地域分析
令和７年３月 新潟県五泉市

１ 地域分析の方法について
介護保険制度は、全国一律の基準による要介護認定など市町村間の差を抑制し適正化を図

る仕組みがある一方、高齢化の状況、地理的条件、独居等の家族構成などの地域差を必然的
に生じさせる要素が含まれる。地域実情を踏まえ、保険者として目指す方向性に沿った状況
となっているか検証をするため、定期的に地域分析を実施することが必要である。
地域分析には厚生労働省が提供する「地域包括ケア見える化システム」を用いて実施した。
地域分析のためには地域間比較が必要であり、全国平均値、県平均値、地域医療構想におけ
る本市と同一の圏域に属する市町村（以後、「比較市町村」という。）との比較を行った。

２ 要介護認定率について

本市の要介護認定率は18.3％で全国平均（19.7％）より低く、県平均（18.9％）よりやや低
い。認定率は性別や年齢別人口構成により影響を受けるため、これらの要因による影響を除
外して比較することで、地域の特徴を分析することができる。この手法による当市の「調整
済み認定率」は17.4％で、県平均（17.9％）よりやや低いが、比較市町村の中では中位である。

重度者（要介護３～要介護５）の認定率は6.6％で県平均（6.7％）と同水準であるが、軽度
者（要支援１～要介護２）の認定率は10.8％で県平均（11.2％）よりやや低い。前年度と比較
すると全体の認定率は横ばいであるが、重度者の割合が増加、軽度者の割合が減少傾向であ
る。
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３ 受給率について
〇在宅サービスの受給率は9.4％で全国平均（10.8％）、県平均（10.1％）と比較してやや低
い水準である。介護度別でみると要介護1が全国平均、県平均、他市町村と比較して高い。
○施設サービスの受給率は4.8％で介護老人福祉施設定員数が比較的多いこともあり、全国
平均（2.9％）、県平均（4.2％）を上回っている。
〇居住系サービスの受給率は0.7％で、全国平均（1.4％）、県平均（1.1％）と比較して特に
低い水準であり、前年度と比較しこの傾向は変わらない。

在宅・居住系サービスの利用者割合は、要介護3までは県平均とほぼ同水準であるが、それ
以上重度になると割合が低くなり、近隣市町村と比較しても最も低い水準となっている。

   

   

   

   

   

    

    

                  

                               

                

            

               

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                               

                

            

               

                                                

 

 

 

 

 

 

 

                  

                                

                

            

               

                                                

   

    

    

    

    

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

                  

                       

               



４－１ 第１号被保険者１人あたりの保険給付月額について
直近３年間の被保険者1人あたり保険給付月額は、コロナ渦の利用控え等から緩やかに

回復し、全国平均、県平均及び比較対象と同様に増加傾向である。

４－２ 保険料月額・必要保険料月額について
直近３年間の必要保険料月額の推移をみると、コロナ渦の利用控え等で令和４年度に給

付額が減少したことにより、第1号保険料月額と乖離が見られたが、その後、給付額の増加
や保険料率改定により、令和6年度では第1号保険料月額を上回っている。

 

     

     

     

     

     

     

     

     

 

     

      

      

      

      

      

      

                                                            

                  

 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
  
 

                                       

                                 

                                       

                                                              

                                                     

  
   

   

   

    

   

     

     

     

     

      

      

      

      

      

                                        

                     

                                         

             

             

               

                                      

４－３ サービス別給付月額の分布について
五泉市では全国平均、県平均と比較して在宅サービス給付月額が低く、施設及び居住

系サービスの給付月額が高くなっている。また、この傾向は前年度と変わらない。
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五泉市の現状分析と要因について

    

    

    

    

    

    

   

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

    

               

                                            

            

        

    

   

   

   

   

   

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

         

               

             

    

    

    

    

    

    

   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

           

               

             

➢ 現在の高齢化率は全国・新潟県平均より高い割合になっており、高齢化
率は年々上昇している。

➢ 高齢者を含む世帯や高齢者独居世帯の割合が高くなっているため、孤立
化や老々介護に置かれやすい状況であることが推測される。
※令和２年の国勢調査より

➢ 調整済み認定率は、県平均と同程度である。

➢ 在宅サービスの受給率は全国、県平均より低く、施設サービスの割合が
高い。居住系サービスは、対象施設が少ないため受給率が特に低い。



分析に使用したデータ

〇第１号被保険者１人あたりの保険給付月額



〇サービス別の受給率


